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１ 目的

五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託（以下、「本業務」という。）を実施するにあ

たり、「五霞町役場庁舎等公共施設基本構想（以下、「基本構想」という。）」及び「五霞町庁舎複

合化基本計画（以下、「基本計画」という。）」を踏まえ、複合庁舎建設についての豊富な知識及

び経験、柔軟かつ高度な企画・調整能力及び技術力が求められる。また、昨今の恒常的な職人不

足、建設資材の高騰等により建設費が高騰している状況にあり、質の高い複合庁舎を適正なコス

トで整備するための資質と能力を有した事業者を選定することが重要となる。本要領は、本業務

を委託するのに最も適した事業者を公募型プロポーザル方式により選定するため、参加要件、選

定手続きその他必要な事項を定めたものである。

２ 業務の概要

業 務 名 称 五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託

場 所 茨城県猿島郡五霞町大字小福田１４７－１他（基本計画Ｐ8 複合庁舎敷地）

業 務 概 要 別紙「五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託特記仕様書」のとおり

履 行 期 間 契約日の翌日から令和９年３月１７日（水）まで

規 模 敷地面積 約１５，０００㎡（変更になる可能性あり）

延床面積 ４，８０５㎡ 程度

※詳細は別紙「想定面積表」のとおり

概算 工事費 約４，１１８，０００千円（消費税込）

（建設工事、外構工事の合計）

※令和９年７月の工事発注を想定し、物価上昇を仮定で見込んだ金額

委託費限度額 ２６５，１００千円（消費税及び地方消費税を含む）

※ただし、契約の予定額を示すものではない

計 画 概 要 基本構想及び基本計画による

３ 選定について

(1) 選定方法と流れ

事務局において、本プロポーザルに参加する者（以下、「参加者」という。）の参加資格の確認並び

に実績審査を行うとともに、五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託公募型プロポーザル選

定委員会（以下、「選定委員会」という。）において、参加者の提案を審査し、最優秀提案者及び次点

提案者を選定する。

1) 一次審査

事務局において、参加資格の確認をした上で、参加資格を有する参加者の実績と配置技術者の

実績を審査する。事務局にて評価基準に基づいて評価を行い、選定委員会の確認を得て、評価点

合計の上位５者程度を一次審査通過者として選定する。

2) 二次審査

選定委員会において、一次審査通過者から提出された技術提案書、見積書、プレゼンテーショ

ン及びヒアリングの審査を行う。
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(2) 事務局

所 在 地 〒３０６－０３９２ 茨城県猿島郡五霞町大字小福田１１６２－１

担 当 五霞町 特定プロジェクト推進課 庁舎建設推進係

電 話 ０２８０－８４－３３４７

E - m a i l tokutei@town.goka.lg.jp

(3) スケジュール

(4) 資料提供

1) 提供資料

① 五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託公募型プロポーザル実施要領（本資料）

本プロポーザルへの参加要件のほか、手続等について必要な事項を定めたもの。

② 五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託公募型プロポーザル様式集

本プロポーザルにおいて提出を求める書類の様式を定めたもの。

③ 五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託特記仕様書

本事業において受注者が実施する業務内容を示した仕様書。

④ 五霞町庁舎複合化基本計画

本プロポーザルの基本的な指針となる複合庁舎の計画を示したもの。

⑤ 五霞町役場庁舎等公共施設基本構想

基本計画の基本的な指針となる構想を示したもの。

⑥ 五霞町複合庁舎建設基本設計・実施設計業務委託参考資料

本プロポーザルの提案や業務に対し、参考となる想定面積表、既存建物平面図、敷地測量図の

資料。敷地測量図については、公表段階になり次第、３（4）2）提供方法により提供予定。

2) 提供方法

町公式ホームページ

No 内 容 日 時

１ 公開開始日 令和７年８月２５日（月）

２ 一次審査の質疑締切日 令和７年９月１日（月）午後５時まで

３ 一次審査の質疑回答日 令和７年９月１２日（金）

４ 一次審査書類の提出締切日 令和７年９月１９日（金）午後５時まで

５ 一次審査結果の通知日 令和７年９月２９日（月）までに発送

６ 二次審査の質疑締切日 令和７年１０月７日（火）午後５時まで

７ 二次審査の質疑回答日 令和７年１０月１４日（火）

８ 二次審査書類の提出締切日 令和７年１１月７日（金）午後５時まで

９ 二次審査日（プレゼンテーション及びヒアリング） 令和７年１１月２１日（金）

10 審査結果の通知日 令和７年１１月２８日（金）までに発送

11 契約締結日 令和７年１２月５日（金）予定

mailto:E-mailtokutei@town.goka.lg.jp
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４ 参加資格

(1) 参加資格

本プロポーザルに参加できる者は、単体企業又は代表構成員と構成員からなる設計共同企業体（以

下、「設計ＪＶ」という。）とし、必要に応じて協力者（以下、「協力事務所等 」という。）を設ける

ことができる。また、公告から優先交渉権者及び次点交渉権者の決定までの間において、単体企業又

は設計ＪＶの代表構成員は、次に掲げる要件を満たす者とする。なお、設計ＪＶの構成員は、1)から

3)まで、協力事務所等が建築物の設計業務に携わる場合は、2)から 4)まで、協力事務所等が建築物

以外の設計業務に携わる場合は、3)の要件を満たすこと。

1) 五霞町建設工事請負等競争入札参加者の資格等に関する規則（平成１７年規則第１２号）に

基づく資格者名簿に登載されていること。

2) 建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２３条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を

受けていること。

3) 次に掲げる全ての要件を満たしていること。

① 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者である

こと。

② 国及び地方公共団体から入札参加資格の停止処分を受けていないこと。

③ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立てがなされている

者ではないこと。

④ 破産法（平成１６年法律第７５号）に基づく破産手続開始の申立てがなされている者ではな

いこと。

⑤ 会社法（平成１７年法律第８６号）に基づく特別清算開始の申立てがなされている者ではな

いこと。

⑥ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に

規定する暴力団及び警察当局から排除要請がある者ではないこと。

⑦ 国税及び地方税を滞納している者ではないこと。

4) 平成２７年度以降に、国又は地方公共団体が発注した延床面積３，０００㎡以上の同種施設の

一連の基本設計と実施設計の業務（新築設計業務に限る。）を完了した実績を有すること。

※同種業務の対象施設は、令和６年国土交通省告示第８号別添二第四号第２類又は令和６年国土交

通省告示第８号別添二第十二号第２類 に該当するもの（ただし、複合施設の場合は、当該用途に

供する部分の床面積の合計が３，０００㎡以上の場合に限る。）とする。

(2) 管理技術者、主任担当技術者に関する要件

３（4）1）提供資料③のⅡ２（5）のとおりとする。

(3) 参加における制限

1) 参加者からの応募は１点のみとする。

2) 参加者の連名による応募は不可とする。

3) 1)、2)の制限に関しては、各企業の支店など事業所が別であっても、同一法人格の場合は

同一企業とみなす。

4） 協力事務所等の重複を不可とする。
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５ 質疑の受付及び回答

(1) 質疑

1) 提出方法

質問書【様式１】に質疑事項を記載し、原本ファイル形式のまま保存した電子データを添

付のうえ、事務局のメールアドレス宛に送信すること。また、送信後は、未受信防止のため

必ず事務局に電話連絡をし、受信確認をすること。なお、電話又は口頭による質問は受付不

可とする。

2) 提出期限

① 一次審査の質疑 令和７年９月１日（月）午後５時まで

② 二次審査の質疑 令和７年１０月７日（火）午後５時まで

(2) 回答

1) 回答方法

町公式ホームページに掲載

2) 回答日

① 一次審査の質疑 令和７年９月１２日（金）

② 二次審査の質疑 令和７年１０月１４日（火）

６ 一次審査書類の提出

(1) 提出方法

1) 事務局まで持参又は郵送とする。

2) 持参による提出については、平日（土日祝日等の休日を除く。）午前９時から午後５時まで

（正午から午後１時までを除く。）の時間帯で受領する。なお、持参する場合は、事前に事務

局にその旨を電話連絡をすること。

3) 郵送による提出については、提出期限必着とする。また、発送後は、必ず事務局まで電話

連絡をすること。なお、郵送する場合は、配達までの送達過程の記録が確認できる簡易書留

等によるものとする。

(2) 提出期間

令和７年９月１２日（金）から 令和７年９月１９日（金）午後５時まで

(3) 提出書類

1) 参加申込書【様式２－１】１部

2) 参加資格等確認申請書【様式２－２】１部

3) 設計共同体協定書【様式３】※設計ＪＶで参加する場合のみ １部

4) 会社等概要整理表【様式４－１及び会社パンフレット等】１０部

5) 業務実績調書【様式４－２】１０部

6) 業務実施体制及び体制図【様式５】１０部
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7) 管理技術者の経歴等【様式６】１０部

8) 主任担当技術者の経歴等【様式７－１～４】１０部

9) 協力事務所等調書【様式８】１０部

10) 以下に掲げる書類 各２部

① 会社等概要整理表に記載した建築士法の規定に基づく一級建築士事務所の登録状況につい

て、証する書類の写し

② 業務実績調書に記載した業務の契約書の写し及び業務の内容を証する書類（PUBDIS 業務

カルテ又は確認済証等）の写し

③ 業務実施体制及び体制図に記載した各技術者の資格証明書の写し

④ 各技術者の経歴等に記載した業務実績で従事した経験を証する書類（PUBDIS 業務カルテ

又は確認申請書等）の写し

⑤ 各技術者の経歴等に記載した恒常的な雇用関係を証明するために、健康保険証の写し又は

雇用保険被保険者証の写し

※一部業務を協力事務所等に再委託する場合は、業務実施体制及び体制図に協力事務所等に

再委託する業務と担当者及び担当者が有する資格等を明記すること。

11) 上記 1)～10)の電子データ（CD－R、又は DVD－R）１枚

提出書類の電子データを格納し提出すること。ファイル形式の指定があるものは、ＰＤＦ形

式に変換せず、その他はＰＤＦ形式とする。

(4) 評価基準

評価採点基準及び配点表

評価採点基準項目 配点

専門分野の技術者資格 （計１０点）

建築（総合） ４点

構造 ２点

電気 ２点

機械 ２点

提案事業者の４（1）参加資格 4）に該当する業務の実績 １０点

管理技術者の４（1）参加資格 4）に該当する業務の実績 ８点

主任担当技術者の４（1）参加資格 4）に該当する業務の実績 （計１２点）

建築（総合） ６点

構造 ２点

電気 ２点

機械 ２点

合計 ４０点
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７ 二次審査書類の提出

(1) 提出方法

６ (1) 1)～3)と同様とする。

(2) 提出期間

令和７年１０月１４日（火）から 令和７年１１月７日（金）午後５時まで

(3) 提出書類

1) 技術提案書（表紙）【様式９】Ａ４判 １部

2) 技術提案書（業務実施方針を含む提案テーマ１～６）【任意様式】Ａ３判３枚 １０部

※Ａ３判は折らずに、左上クリップ止めとすること。

3) 見積書【任意様式】１部

4) 上記 1)～3)の電子データ（CD－R、又は DVD－R）１枚

(4) 提出書類の記入上の留意事項

1) 技術提案書（表紙）

必要事項を記入のうえ、提出すること。

2) 技術提案書

① 技術提案は、３（4）1）提供資料の④⑤を踏まえた上で、予定する総工事費以内とするこ

とを前提として、次のテーマについて提案をすること。

＜業務実施方針＞ 本業務への理解及び取組意欲

業務を進める上での課題とその対応策

業務工程

＜提案テーマ１＞ 町民の新しい居場所となる複合庁舎

＜提案テーマ２＞ 平時にも非常時にも安心して利用できる複合庁舎

＜提案テーマ３＞ 柔軟な使われ方ができる効率的な複合庁舎

＜提案テーマ４＞ 町の自然に溶け込む快適な複合庁舎

＜提案テーマ５＞ 建物のトータルコストを縮減できる経済的な複合庁舎

＜提案テーマ６＞ その他独自の提案

※提案テーマ１～５については、基本計画の基本方針を参照し、提案すること。

※提案テーマ６については、その他複合庁舎を設計するにあたり重要となる項目について、

設計の考え方を提案すること。
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② 匿名による評価を行うため、参加者を特定することができる内容の記述（社名や実績の名

称など）は行わないこと。

③ 体裁及び書式は以下のとおりとする。

(ア)Ａ３判、片面、３枚にまとめること。提案テーマごとのページの配分は自由とする。

各用紙の右上に提案するテーマの番号（例「提案テーマ３・４」）を記載すること。

(イ)他の書類とは綴じ込まず、提出書類の一番上に添えて提出すること。

(ウ)図表等を適宜活用して分かりやすい表現とすること。また、本文中で使用する文字フォ

ントの大きさは１０ポイント（図表内の文字は７ポイント）とすること。

④ 著作権は、参加者に帰属する。また、本町が本プロポーザルの実施に必要と認めるとき

は、技術提案書を本町が利用することに許諾するものとする。ただし、優先交渉権者として

特定された者及び次点交渉権者の技術提案書については、本プロポーザルに関する報告等の

ために公表する予定である。

⑤ 特許権、実用新案権、意匠権及び商標権等、日本国の法令に基づいて保護される第三者の

権利の対象となっている工事材料、施工方法等を技術提案書の作成に使用することにより生

ずる責任は、参加者が負うものとする。

3) ７（3）提出書類の電子データ（CD－R、又は DVD－R）

提出書類の電子データを格納し提出すること。ファイル形式はＰＤＦ形式とする。

4) ７（3）提出書類の提出ができない場合は、参加辞退届【様式１０】を提出すること。

(5) 評価基準

評価採点基準及び配点表

評価採点基準項目 配点

一次審査の評価点のうち管理技術者及び主任担当技術者の

４（1）参加資格 4）に該当する業務の実績の点数

２０点

施設整備に対する提案 （計９０点）

a 提案テーマ１ １５点

b 提案テーマ２ １５点

c 提案テーマ３ １５点

d 提案テーマ４ １５点

e 提案テーマ５ １５点

f 提案テーマ６ １５点

業務実施方針 （計５５点）

本業務への理解及び取組意欲 ２０点

業務を進める上での課題とその対応策の的確性 ２０点

業務工程の妥当性 １５点

プレゼンテーションの内容及び質疑回答に対する対応 １５点

提案価格 ２０点

合計 ２００点
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(6) プレゼンテーション及びヒアリング

1) 一次審査の通過者によるプレゼンテーション及び選定委員会によるヒアリングを行う。

プレゼンテーションの日程や場所等については、別途プレゼンテーション及びヒアリング

審査実施通知書にて通知する。

① 日 時 令和７年１１月２１日（金）

② 集 合 場 所 五霞町役場

③ 参加可能人数 本業務に予定する管理技術者と建築（総合）主任担当技術者の出席を必

須とし、いずれかの主任担当技術者を加えた４名までとする。そのほか

パソコン操作として１名の参加も可とする。

④ そ の 他 会場にはスクリーン・プロジェクターを設営する。パソコン他説明に必

要なものは持ち込むこと。

2) プレゼンテーションにおける留意事項

技術提案書をパワーポイント等で分かりやすくまとめること。この際のページ数は限定しな

いが、原則として事前に提出した内容への追記・変更は認めない。

3) 注意事項

① プレゼンテーション及びヒアリングは、非公開で実施する。

② プレゼンテーション及びヒアリングの時間は１参加者につき４０分以内とし、その内訳は

プレゼンテーションを２０分以内、ヒアリングを２０分程度とする。

③ 会場への入場は、集合場所から係員の指示・誘導に従うこと。

④ 会場入場後、選定委員会委員の紹介等は行わないため、速やかに準備・説明を開始するこ

と。

⑤ 模型・パネル等の持参は不可とする。

⑥ プレゼンテーション及びヒアリングは匿名で審査を行うため、資料への社名等の記載や発

言、服装等について、参加者が特定されることがないよう十分に注意すること。

⑦ プレゼンテーション及びヒアリングに出席しない場合は、参加意思がないものとみなし、

原則として審査の対象としない。

８ 審査結果の通知及び公表

(1) 一次審査結果

一次審査参加者全員に令和７年９月２９日（月）までに通知文書を発送する。

(2) 二次審査結果

二次審査参加者全員に令和７年１１月２８日（金）までに通知文書を発送する。

なお、結果については、次の項目を町公式ホームページで公表する。

1) 優先交渉権者及び次点交渉権者の名称

2) 優先交渉権者及び次点交渉権者の技術提案書

3) 二次審査参加者の名称（５０音順）
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９ 失格

次のいずれかに該当する場合には、失格となる場合がある。

1) 参加者が、４参加資格に記載している要件を満たさなくなった場合

2) 提出書類等に虚偽の記載がある場合

3) 参加者に評価の公平性を害する行為や著しく信義に反する行為がある場合

4) 提出書類等を所定の方法で提出しない場合

5) 提出書類等が所定の様式、内容等を満たさない場合

6) プレゼンテーション及びヒアリングに出席しない場合

7) 見積書の価格が委託費限度額を超過した場合

8) 本公告に定める手続き以外の手法により、選定委員会委員又は関係者に本プロポーザルに

対する援助を直接又は間接に求めた場合

9) プレゼンテーション及びヒアリング時に、事務局から要求された場合を除き、追加資料等

を提出した場合

10) 合計評価点が、基準点（６割）を下回った場合

11) その他選定委員会が失格と認めた場合

１０ 契約

(1) 契約手続

本町は、本プロポーザルを経て町長が決定した優先交渉権者と契約交渉を行う。なお、この手

続の参加者が、一次審査結果通知日から契約締結日までの間に、本町から競争参加資格停止又は

競争参加資格除外の措置を受けた場合、その者については、この手続に係る特定の対象、又は契

約の締結を行わないことがある。また、優先交渉権者に事故等があり、契約交渉が不可能となっ

た場合は、次点交渉権者を契約交渉の相手方とする。

(2) 契約に係る業務内容

契約に係る本業務の詳細については、３（4）1）提供資料の③によるものとする。

(3) その他

本業務の実施にあたっては、本町が推進する事業運営に誠意を持って対応し、協力すること。
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１１ その他

(1) 辞退について

参加表明書を提出した者が、参加を辞退する場合は、参加辞退届【様式１０】により、令和７

年１１月７日（金）までに事務局まで持参又は郵送すること。なお、辞退した場合でも、これを

理由として以後の業務発注等に不利益な扱いを受けることはない。

(2) 参加に係る費用

本プロポーザルの参加に係る費用は、全て参加者の負担とする。

(3) 追加資料など

提出期限以降における提出資料の追加、差替え及び再提出は原則として認めない。

(4) 提出書類の取扱い

書類の返却は行わない。情報公開請求があった場合は、五霞町情報公開条例に基づき対応する。

(5) 異議申し立て

審査の経緯及び結果についての質疑及び異議の申立ては受け付けない。

１２ 注意事項

本プロポーザルの実施にあたり、使用する言語は日本語とし、通貨及び単位は、日本国通貨、

日本の標準時及び計量法に定める単位とする。また、提出された書類の訂正、追記は認めない。

また、要求する内容以外の書類や図面等は、受理しない。


